
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像して映像信号を出力する撮像手段と、
　

　 前記撮像手段
より出力された映像信号に対して合成 補助マークを形成する形成手段と、
　前記形成手段により形成された撮影補助マークを、前記撮像手段からの前記映像信号に
合成する合成手段と、
　前記形成手段と前記合成手段とを制御し、

撮影補助マークを合成するように制御する制御手段と
　を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　

【請求項３】
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前記撮像手段より出力された映像信号をそれぞれ異なる形式で出力する複数の出力端部
と、

複数の前記出力端部のそれぞれに供給する前記映像信号の形式に応じて、
する撮影

複数の前記出力端部のそれぞれに供給する前
記映像信号に対して、複数の前記出力端部のそれぞれに供給する前記映像信号の形式に応
じて形成した前記

複数の前記出力端部は、それぞれアスペクト比の異なる映像信号を出力する複数の出力
端部を含み、
　前記制御手段は、複数の前記出力端部に供給される映像信号のアスペクト比に応じた撮
影補助マークを前記映像信号に合成するように制御することを特徴とする請求項１に記載
の撮像装置。



　

【請求項４】
　複数の前記出力端部は、少なくとも、ＳＤ（ Standard Definition）フォーマットの映
像信号を出力する出力端部と、ＨＤ（ High Definition）フォーマットの映像信号を出力
する出力端部とを含み、
　前記制御手段は、ＳＤフォーマットにて映像信号を出力する出力端部に供給する映像信
号とＨＤフォーマットにて映像信号を出力する出力端部に供給する映像信号とのそれぞれ
に対して 制御することを特徴とする請求項１に記
載の撮像装置。
【請求項５】
　 映像信号として取り込むようにする撮像手段を備える撮像装置におい
て、前記撮像手段により取り込まれた映像信号に対して撮影補助マークを合成して用いる
ようにする場合の撮影補助マーク利用制御方法であって、
　

　
　

　
撮

影補助マークを合成する合成工程と
　を有することを特徴とする撮影補助マーク利用制御方法。
【請求項６】
　

【請求項７】
　

【請求項８】
　複数の前記出力端部は、少なくとも、ＳＤ（ Standard Definition）フォーマットの映
像信号を出力する出力端部と、ＨＤ（ High Definition）フォーマットの映像信号を出力
する出力端部とを含み、
　前記形成手段においては、ＳＤフォーマットにて映像信号を出力する出力端部に供給す
る映像信号とＨＤフォーマットにて映像信号を出力する出力端部に供給する映像信号との
それぞれに対して、 を形成することを特徴とする請求項５に記載の撮
影補助マーク利用制御方法。
【発明の詳細な説明】
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複数の前記出力端部は、４：３および１６：９アスペクト比の映像信号をそれぞれ出力
する複数の出力端部を含み、
　前記制御手段は、１６：９アスペクト比の映像信号を出力する出力端部に供給する映像
信号に対して４：３マークを合成し、４：３アスペクト比の映像信号を出力する出力端部
に供給する映像信号に対して前記４：３マークを合成しないように制御することを特徴と
する請求項２に記載の撮像装置。

、サイズの異なる枠線を合成するように

被写体を撮像して

当該撮像装置は、前記撮像手段により取り込まれた前記映像信号に応じた映像信号を出
力するようにする複数の出力端部を備えており、

前記撮像手段を通じて被写体を撮像して映像信号を取り込む撮像工程と、
複数の前記出力端部のそれぞれに供給する前記映像信号の形式に応じて、前記撮像工程

において取り込んだ前記映像信号に対して合成する撮影補助マークを形成する形成工程と
、

複数の前記出力端部のそれぞれに供給する前記映像信号に対して、前記形成工程におい
て複数の前記出力端部のそれぞれに供給する前記映像信号の形式に応じて形成した前記

複数の前記出力端部は、それぞれアスペクト比の異なる映像信号を出力する複数の出力
端部を含み、
　前記形成工程においては、複数の前記出力端部に供給される映像信号のアスペクト比に
応じた撮影補助マークを形成することを特徴とする請求項５に記載の撮影補助マーク利用
制御方法。

複数の前記出力端部は、４：３および１６：９アスペクト比の映像信号をそれぞれ出力
する複数の出力端部を含み、
　前記形成工程においては、１６：９アスペクト比の映像信号を出力する出力端部に供給
する映像信号に対して４：３マークを形成し、４：３アスペクト比の映像信号を出力する
出力端部に供給する映像信号に対して前記４：３マークを形成しないようにすることを特
徴とする請求項６に記載の撮影補助マーク利用制御方法。

サイズの異なる枠線



【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えば、ビデオカメラやスチルカメラなどの種々の撮像装置およびこの撮
像装置で用いられる撮影補助マークの利用制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ビデオカメラやスチルカメラなどの種々の撮像装置が広く利用されている。近年におい
ては、アスペクト比（横縦比）が１６：９の映像（画像）の撮影と、アスペクト比が４：
３の映像（画像）の撮影とを切り替えて行うことができるものも提供されている。このよ
うな撮像装置においては、アスペクト比が１６：９の映像とアスペクト比が４：３の映像
との両方に対応するため、アスペクト比が１６：９のビューファインダが用いられる。
【０００３】
　しかし、このような撮像装置において、アスペクト比が４：３の映像を撮影する場合、
アスペクト比が１６：９のビューファインダにアスペクト比が４：３の映像が表示される
ことになり、どこまでが実際に撮影される撮影有効エリアであるかが分かりにくい場合が
ある。
【０００４】
　このため、後に記す特許文献１には、アスペクト比が１６：９のビューファインダにア
スペクト比が４：３の撮影有効エリアを示すマーカー（撮影有効枠）などを表示する技術
が開示されている。この特許文献１に記載の技術を用いることにより、ビューファインダ
に表示される映像において、撮影有効エリアを正確に把握し、目的とする画像をアスペク
ト比が４：３の映像として適切に撮影することができるようにされる。
【特許文献１】特開平１０－０７０６７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、ビデオカメラやスチルカメラなどの撮像装置においては、例えば、画角の中
心位置を示すマーカーと、アスペクト比が４：３の撮影有効エリアを示すマーカーとを表
示するようにして、画角の中心位置を知りつつ、４：３画枠はどの範囲かを知ることがで
きるようにしたいとする要求がある。つまり、複数種類の撮影補助用のマーカーを同時に
表示させるようにすることが望まれている。
【０００６】
　また、撮影補助用のマーカーは、撮影を行っている場合であっても、必要な場合と不必
要な場合とがあり、迅速に切り替えたいとする要求がある。しかし、撮影補助用のマーカ
ーを映像に合成して表示させるようにするためには、例えば、撮像装置に設けられたＬＣ
Ｄ（ Liquid Crystal Display）などの表示素子上に表示されるメニューから該当機能の設
定を行う画面を開き、撮影用補助のマーカーの表示／非表示を切り替えるというような操
作が必要であるため、撮影対象物を視認しながら、撮影補助用のマーカーを表示したり、
消したりといった即時性を伴う操作を行うことが困難である。
【０００７】
　また、従来は、外部モニター出力において、アスペクト比が４：３のいわゆるＳＤ（ St
andard Definition）映像のみの出力であるため、撮影補助枠を外部モニターに表示する
とき、特別な加工を施すことが無く、意図した通りの撮影補助のマーカーをビューファイ
ンダ上の映像に表示できていた。
【０００８】
　しかし、アスペクト比が１６：９のいわゆるＨＤ（ High Definition）映像とＳＤ映像
の両方を扱う撮像装置においては、ＨＤ（１６：９）画角の映像をＳＤ（４：３）画角の
映像にダウンコンバートして外部モニター出力する場合は、撮影補助のマーカーも合わせ
て表示位置補正するなどの必要が生じる場合があると考えられる。
【０００９】
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　以上のことに鑑み、この発明は、ユーザのニーズに合致するように複数の撮影補助のた
めのマーカーを適切に利用できるようにする撮像装置および当該撮像装置で用いられる撮
影補助マークの利用制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明の撮像装置は、
　被写体を撮像して映像信号を出力する撮像手段と、
　

　 前記撮像手段
より出力された映像信号に対して合成 補助マークを形成する形成手段と、
　前記形成手段により形成された撮影補助マークを、前記撮像手段からの前記映像信号に
合成する合成手段と、
　前記形成手段と前記合成手段とを制御し、

撮影補助マークを合成するように制御する制御手段と
　を備えることを特徴とする。
【００１１】
　この請求項１に記載の発明の撮像装置によれば、撮像手段により取り込まれた映像に合
成する複数種類の撮影補助マーク（撮影補助用のマーカー）が、形成手段により形成する
ようにされており、これらの撮影補助マークが合成手段によって、撮像手段からの映像に
合成することができるようにされている。
【００１２】
　そして、受付手段によって、ユーザからの撮影補助マークについての指示入力が受け付
けられ、この受け付けられた指示入力に基づいて、制御手段により形成手段と合成手段と
が制御されて、撮影補助マークが撮像手段からの映像信号に対して合成することができる
ようにされる。
【００１３】
　これによって、複数種類の撮影補助マークの全部を撮像手段からの映像信号に合成して
同時に利用できるようにしたり、複数種類の撮影補助マークの内の１種類以上の撮影補助
マークを撮像手段からの映像信号に合成して利用できるようにしたり、また、撮影補助マ
ークを撮像手段からの映像信号には合成しないようにするなどして、ユーザの要求に応じ
た態様で複数種類の撮影補助マークを利用することができるようにされる。つまり、ユー
ザのニーズに合致するように複数の撮影補助マークを適切に利用することができるように
される。
【００２１】
　 、例えば、アスペクト比が１６：９の表示画面を有するＬＣＤや、アスペクト比
が４：３とされた映像信号を出力するＳＤ（ Standard Definition）端子などの信号の形
式（フォーマット）の異なる映像信号を扱う複数の出力端部が設けられている場合に、制
御手段により、形成手段が制御され、形成が指示された撮影補助マークの内、各出力端に
供給する映像信号の形式に応じた撮影補助マークが形成するようにされる。また、合成手
段により、各出力端に供給する形式の異なる映像信号のそれぞれに対して、対応する撮影
補助マークが合成するようにされる。
【００２２】
　これにより、各出力端に供給する映像信号に対して、不必要な撮影補助マークを形成し
て合成するなどのことがないようにされる。したがって、ユーザのニーズに合致するよう
に複数の撮影補助マークを適切に利用することができるようにされる。
【発明の効果】
【００２７】
　この発明によれば、ユーザのニーズに合致するように複数の撮影補助マークを適切に利
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前記撮像手段より出力された映像信号をそれぞれ異なる形式で出力する複数の出力端部
と、

複数の前記出力端部のそれぞれに供給する前記映像信号の形式に応じて、
する撮影

複数の前記出力端部のそれぞれに供給する前
記映像信号に対して、複数の前記出力端部のそれぞれに供給する前記映像信号の形式に応
じて形成した前記

そして



用することができるようにされ、これまで経験的予測から行っていた撮影の構図決めを、
より短時間で済ませることなどが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、図を参照しながら、この発明の装置、方法の一実施の形態について説明する。以
下に説明する実施の形態においては、この発明による装置、方法を、デジタルビデオカメ
ラに適用した場合を例にして説明する。
【００２９】
　［デジタルビデオカメラについて］
　図１は、この発明の装置、方法の一実施の形態が適用されたデジタルビデオカメラを説
明するためのブロック図である。図１に示すように、この実施の形態のデジタルビデオカ
メラは、カメラ部１０と、ＯＳＤ（ On Screen Display）部２０、ベースバンド処理部３
０、圧縮／伸張処理部４０、ＤＶ（ Digital Video）処理部５０、テープデッキ部６０、
デジタルインターフェース（以下、デジタルＩ／Ｆと略称する。）７０と、デジタル入出
力端子７１を備えたものである。
【００３０】
　また、この実施の形態のデジタルビデオカメラは、映像の出力端部として、Ｄ端子８１
、ＬＣＤ８２、ＥＶＦ（ Electro View Finder）８３、ＳＤ出力端子８４と、映像の入力
端部として、ＳＤ入力端子９１を備えると共に、これらの各出力端部および入力端部に対
応するインターフェース（図１においては、単にＩ／Ｆと記載。）８１ｉ、８２ｉ、８３
ｉ、８４ｉ、９１ｉを備えたものである。また、各部を制御するための制御部１００を備
えている。
【００３１】
　制御部１００は、図１に示したように、ＣＰＵ（ Central Processing Unit）１０１、
ＲＯＭ（ Read Only Memory）１０２、ＲＡＭ（ Random Access Memory）１０３がＣＰＵバ
スを通じて接続されて構成されたマイクロコンピュータである。ＲＯＭ１０２は、フラッ
シュＲＯＭあるいはＥＥＰＲＯＭ（ Electrically Erasable and Programmable ROM）であ
り、ＣＰＵ１０１において実行する各種のプログラムや処理に必要になるデータなどが記
録されていると共に、ユーザによって設定されるパラメータなどの設定情報も受け付けて
、これを記憶保持することもできるものである。なお、以下において、ＲＯＭ１０２は、
フラッシュＲＯＭであるものとして説明する。また、ＲＡＭ１０３は、処理の途中結果を
一時記憶するなど主に作業領域として用いられるものである。
【００３２】
　制御部１００には、種々の操作キー、操作ダイヤルなどが設けられた操作部１１０が接
続され、この操作部１１０を通じてユーザからの操作入力を受け付けることができるよう
にされている。これによって、制御部１００は、操作部１１０を通じて受け付けたユーザ
からの指示入力（操作入力）に応じて各部を制御することができるようにされる。
【００３３】
　また、この実施の形態のデジタルビデオカメラのカメラ部１０は、説明を簡単にするた
め、映像系と音声系とからなるものとしている。すなわち、カメラ部１０の映像系は、レ
ンズ、フォーカス機構、シャッター機構、絞り（アイリス）機構などを備えた光学ブロッ
ク１１と、ＣＣＤ（ Charge Coupled Device）１２と、前処理回路１３とからなっており
、音声系は、マイクロホン１４と、入出力処理部１５と、Ａ／Ｄ（ Analog/Digital）変換
およびＤ／Ａ（ Digital/Analog）変換を行う変換部１６と、音声出力端子１７とからなっ
ている。
【００３４】
　この実施の形態のカメラ部１０の映像系は、被写体の映像をアスペクト比が１６：９の
映像として取り込むＨＤモードと、被写体の映像をアスペクト比が４：３の映像として取
り込むＳＤモードとの２つの撮影モードを備え、ユーザの指示入力に応じた制御部１００
の制御によって、いずれの撮影モードで映像を撮影するかを切り替えることができるもの
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である。
【００３５】
　そして、操作部１１０を通じて撮影を行うようにする指示入力が受け付けると、制御部
１００は、この実施の形態のデジタルビデオカメラの各部を制御し、撮影動作を開始する
。この場合、光学ブロック１１は、制御部１００からの制御に応じて、フォーカス機構、
シャッター機構、絞り機構が制御され、被写体の映像を取り込んで、これをＣＣＤ１２に
対して提供する。
【００３６】
　ＣＣＤ１２は、光学ブロック１１からの映像を光電変換して出力するものであり、光学
ブロック１１からの被写体の映像を取り込むとともに、取り込んだ被写体の映像（画像情
報）を電気信号として前処理回路１３に供給する。前処理回路１３は、これに供給された
映像信号に対して、ＣＤＳ（ Correlated Double Sampling）処理を行って、Ｓ／Ｎ比を良
好に保つようにするとともに、ＡＧＣ（ Automatic Gain Control）処理を行って、利得を
制御し、さらに、Ａ／Ｄ（ Analog/Digital）変換を行って、デジタル信号とした映像デー
タＶｄ０を形成して、これをベースバンド処理部３０に供給する。
【００３７】
　一方、撮影時において、マイクロホン１４を通じて集音された音声は、電気信号に変換
され、入出力処理部１５において増幅されるなどの処理が行われ後に変換部１６に供給さ
れる。変換部１６は、入出力部１５からのアナログ音声信号をデジタル信号に変換し、こ
の変換して得た音声データＡｕ０をベースバンド処理部３０に供給する。
【００３８】
　ベースバンド処理部３０は、詳しくは後述もするように、制御部１００からの制御に応
じて、ＯＳＤ部２０からの撮影補助マーカーなど、映像データに対して合成すべきグラフ
ィックスデータや文字データの供給を受けて、これをカメラ部１０からの映像データＶｄ
０に対して合成するなどの処理を行って映像データを形成し、これを圧縮／伸張処理部４
０、ＤＶ処理部５０、Ｄ端子８１、ＬＣＤ８２、ＥＶＦ８３、ＳＤ出力端子８４などの各
部へ供給するものである。なお、この実施の形態のＯＳＤ処理部３０は、詳しくは後述も
するように、制御部１００の制御に応じて、複数種類の撮影補助マーカーを形成すること
ができるものである。
【００３９】
　そして、ベースバンド処理部３０において処理された映像データが、ＨＤモードで撮影
されたアスペクト比が１６：９の映像データ（ＨＤ信号）である場合、ベースバンド処理
部３０からの映像データ（ＨＤ信号）Ｖｄ１と音声データＡｕ１とは、圧縮／伸張処理部
４０に供給される。圧縮／伸張処理部４０は、これに供給された映像データＶｄ１と音声
データＡｕ１とを、例えば、ＭＰＥＧ（ Moving Picture Experts Group）方式でデータ圧
縮し（エンコードし）、データ圧縮した映像データと音声データとを多重化する。
【００４０】
　圧縮／伸張処理部４０において映像データと音声データとが多重化されて形成された多
重化データ（ＭＰＥＧ信号）は、テープデッキ部６０に供給され、これに装填されている
ＤＶ（ Digital Video）テープに記録（録画）され、また、デジタルＩ／Ｆ７０、デジタ
ル入出力端子７１を通じて出力することもできるようにされている。
【００４１】
　なお、この実施の形態のデジタルビデオカメラにおいて、デジタルＩ／Ｆ７０、デジタ
ル入出力端子７１は、例えば、ＩＥＥＥ（ Institute of Electrical and Electronics En
gineers）１３９４規格のインターフェースである。もちろん、デジタルＩ／Ｆ７０、デ
ジタル入出力端子７１は、ＵＳＢ（ Universal Serial Bus）規格などの他の規格のデジタ
ルインターフェースを用いるようにすることも可能である。
【００４２】
　また、ベースバンド処理部３０において処理された映像データが、ＤＶ方式の信号（Ｄ
Ｖ信号）である場合には、ベースバンド処理部３０からの映像データ（ＤＶ信号）Ｖｄ２
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と音声データＡｕ２とは、ＤＶ処理部５０に供給される。ＤＶ処理部５０は、これに供給
された映像データＶｄ２と音声データＡｕ２とを多重化する。
【００４３】
　ＤＶ処理部５０において映像データと音声データとが多重化されて形成された多重化デ
ータは、テープデッキ部６０に供給され、これに装填されているＤＶ（ Digital Video）
テープに記録（録画）され、また、デジタルＩ／Ｆ７０、デジタル入出力端子７１を通じ
て出力することもできるようにされる。
【００４４】
　なお、上述もするように、撮影時において、ベースバンド処理部３０は、カメラ部１１
からの映像信号を、Ｄ端子８１、ＬＣＤ８２、ＥＶＦ８３、ＳＤ出力端子８４へも供給す
る。Ｄ端子８１は、例えばＨＤ信号をアナログ出力するためのアナログインターフェース
である。この実施の形態のＤ端子は、４８０ｉ／４８０ｐ／１０８０ｉ／７８０ｐに対応
可能なＤ４端子と呼ばれるものであり、アスペクト比が１６：９の映像信号を出力するこ
とができるものである。
【００４５】
　なお、「４８０ｉ」、「４８０ｐ」のような表記において、数字部分は有効走査線数を
示し、数字の後の文字「ｉ」はインターレース走査（飛び越し走査）方式の映像信号であ
ることを示し、数字の後の文字「ｐ」はプログレッシブ走査（順次走査）方式の映像信号
であることを示している。したがって、「４８０ｉ」は、有効走査線数４８０本のインタ
ーレース走査方式の映像信号であり、「４８０ｐ」は、有効走査線数４８０本のインター
レース方式の映像信号であることを意味することになる。
【００４６】
　また、ＬＣＤ８２、ＥＶＦ８３は、いずれもアスペクト比が１６：９の映像信号に対応
することができるものである。また、ＳＤ出力端子８４は、アスペクト比が４：３のＳＤ
信号であるアナログ映像信号用の出力端子である。そして、各出力端部８１、８２、８３
、８４に対応して設けられたＩ／Ｆ８１ｉ、８２ｉ、８３ｉ、８４ｉのそれぞれは、ベー
スバンド処理部３０からの映像データを、対応する各映像出力端部に供給するアナログ映
像信号に変換する機能を有するものである。
【００４７】
　また、デジタル入出力端子７１、デジタルＩ／Ｆ７０を通じてＭＰＥＧ信号（ＭＰＥＧ
方式でデータ圧縮された映像データと音声データの多重化信号）の供給を受けた場合、あ
るいは、テープデッキ部６０に装填されたＤＶテープからＭＰＥＧ信号が読み出された場
合には、これらのＭＰＥＧ信号は、圧縮／伸張処理部４０に供給され、ここで映像データ
と音声データとに分離されるともに、データ伸張処理が施されて、データ圧縮処理前の元
の映像データと音声データとが復元され、復元された映像データと音声データとがベース
バンド処理部３０に供給される。
【００４８】
　ベースバンド処理部３０は、圧縮／伸張処理部３０からの映像データと音声データとの
供給を受け、映像データについては、Ｄ端子８１、ＬＣＤ８２、ＥＶＦ８３、ＳＤ出力端
子８４に供給するようにする。また、音声データは変換部１６に供給して、ここでアナロ
グ音声信号に変換した後、入出力処理部１５において例えば信号形式を整えるなどの処理
が施されて、アナログ音声出力端子１７から出力するようにする。
【００４９】
　同様に、デジタル入出力端子７１、デジタルＩ／Ｆ７０を通じてＤＶ信号（ＤＶ方式の
映像データと音声データとが多重化されて形成された多重化信号）の供給を受けた場合や
テープデッキ部６０に装填されたＤＶテープからＤＶ信号を読み出した場合には、ＤＶ信
号は、ＤＶ処理部５０に供給され、ここで映像データと音声データとに分離されて、これ
らがベースバンド処理部３０に供給される。
【００５０】
　そして、ベースバンド処理部３０においては、上述したＭＰＥＧ信号を再生処理する場
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合と同様に、ＤＶ処理部５０からの映像データと音声データとの供給を受け、映像データ
については、Ｄ端子８１、ＬＣＤ８２、ＥＶＦ８３、ＳＤ出力端子８４に供給するように
する。また、音声データは変換部１６に供給して、ここでアナログ音声信号に変換した後
、入出力処理部１５において例えば信号形式を整えるなどの処理が施されて、アナログ音
声出力端子１７から出力するようにする。
【００５１】
　また、デジタルＩ／Ｆを通じて受け付けたＭＰＥＧ信号やＤＶ信号をテープデッキ部６
０に装填されたＤＶテープに記録するようにしたり、ＳＤ入力端子９１を通じて受け付け
らＳＤ信号をテープデッキ部６０に装填されたＤＶテープに記録するようにしたりするこ
ともできるようにされる。なお、Ｉ／Ｆ９１ｉは、ＳＤ入力端子９１を通じて受け付けた
ＳＤ信号をデジタル信号に変換するなどの機能を有するものである。
【００５２】
　このように、この実施の形態のデジタルビデオカメラは、カメラ部１０を通じて撮影し
た映像信号と集音した音声信号とをデジタル信号にして、出力したり、ＤＶテープに記録
したりすることができると共に、入出力端子や入力端子を通じて受け付けた映像信号や音
声信号をデジタル信号に変換して出力したり、ＤＶテープに記録したりすることができる
ものである。また、ＤＶテープに記録した映像データや音声データ、あるいは、入出力端
や入力端を通じて受け付けた映像データや音声データを再生して用いることもできるもの
である。
【００５３】
　［複数の撮影補助マーカーの利用について
　そして、この実施の形態のデジタルビデオカメラは、上述もしたように、複数の撮影補
助マーカー（撮影補助枠などの撮影補助マーク）をＯＳＤ部２０において形成し、複数の
撮影補助マーカーを映像データに合成することができるものである。図２は、この実施の
形態のデジタルビデオカメラにおいて利用することが可能な撮影補助マーカーを説明する
ための図である。
【００５４】
　この実施の形態のデジタルビデオカメラにおいては、図２に示すように、センターマー
カーＣＥ、４：３マーカーＳＤ、セーフティーゾーンマーカーＳＦの３種類の撮影補助マ
ーカーを利用することができるようにしている。なお、図２において、画面の左上端部の
表示は撮影モードを示す情報であり、画面の右上端部の表示はタイムコードを示す情報で
ある。
【００５５】
　ここで、センターマーカーＣＥは、図２において、中央部分に十字型に表示するように
されたものであり、映像の中心位置と簡単な水平、垂直の水準として使用するものである
。また、４：３マーカーＳＤは、図２において、画面の上端部から下端部を繋ぐように、
画面の左右両端に１本ずつ設けられた２本の線から構成されるものであり、１６：９画角
のＨＤ映像をＳＤ映像にダウンコンバートする場合において、ＳＤ映像として有効な画角
（撮像有効エリア）を示すものである。また、セーフティーゾーンマーカーＳＦは、撮影
した映像を再生したとき、一般のほとんどのテレビで表示されると思われる領域を示す意
味を有するもの（枠線）である。
【００５６】
　そして、この実施の形態のデジタルビデオカメラにおいては、図２に示した３種類の撮
影補助マーカーを任意に組み合わせて利用することができるようにしている。すなわち、
センターマーカーＣＥ、４：３マーカーＳＤ、セーフティーゾーンマーカーＳＦの３種類
の撮影補助マーカーの全部を同時に利用するようにすることも可能であるし、３種類の撮
影補助マーカーの内の任意の２種類の撮影補助マーカーを利用するようにすることも可能
であるし、また、３種類の撮影補助マーカーの内の任意の１種類の撮影補助マーカーだけ
を利用するようにすることも可能である。また、撮影補助マーカーを全く利用しないよう
にすることもできる。
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【００５７】
　図３は、表示して用いるようにする撮影補助マーカーの選択操作を説明するための図で
あり、図４は、撮影補助マーカー全体としての表示のオン／オフの切り替え操作を説明す
るための図である。これらの操作は、この実施の形態のデジタルビデオカメラにおいては
、ＬＣＤ８２の表示画面８２Ｇに表示されるメニュー表示と操作部１０とを通じて行うこ
とができるようにされる。
【００５８】
　この実施の形態のデジタルビデオカメラにおいては、例えば、メニューキーを押下操作
するなどの所定の操作を行うと、制御部１００は、ＯＳＤ処理部２０、ベースバンド処理
部３０を制御して、図３（Ａ）に示すようなカメラ設定メニューＭｎをＬＣＤ８２の表示
画面８２Ｇに表示する。
【００５９】
　この場合、カメラ設定メニューＭｎは、図３（Ａ）に示すように、ＡＥ（ Auto Exposur
e）レスポンス、マーカー、マーカー選択、フリッカー低減、ハンドルズームスピード、
ゼブラレベル、カラーバータイプなどの複数個の選択項目および一画面で全ての選択項目
を表示できない場合は画面をスクロールさせることで対象の項目を表示する機能を有する
ものであり、操作部１１０の矢印キーなどを操作して、目的とする選択項目にカーソルＣ
ｓを位置付けて、確定キーを押下操作するなどの所定の確定操作を行うことによって、カ
ーソルが位置付けられている選択項目に対応する処理が制御部１００によって実行するよ
うにされる。
【００６０】
　図３（Ａ）に示したカメラ設定メニューＭｎにおいて、マーカー選択という項目にカー
ソルＣｓを位置付けて、確定操作を行うと、制御部１００は、ＯＳＤ処理部２０、ベース
バンド処理部３０を制御して、図３（Ｂ）に示すようなマーカー選択メニューＭｋをＬＣ
Ｄ８２の表示画面８２Ｇに表示する。
【００６１】
　図３（Ｂ）に示すマーカー選択メニューにおいては、図２を用いて説明した３種類の撮
影補助マーカー、すなわち、センターマーカーＣＥ、４：３マーカーＳＤ、セーフティー
ゾーンマーカーＳＦのいずれかの撮影補助マーカーを選択することができるようにされて
いる。目的とする撮影補助マーカーを選択するための選択項目にカーソルＣｓを位置付け
て、最上段の決定表示を選択するようにすると、図３（Ｃ）、（Ｄ）、（Ｅ）に示すよう
に、選択した撮影補助マーカーの表示のオン／オフ（入／切）を選択するための画面がＬ
ＣＤ８２の表示画面８２Ｇに表示される。
【００６２】
　なお、図３（Ｂ）において、各撮影補助マーカーを選択するための項目の横に表示され
た「入」または「切」の表示は、各撮影補助マーカーの現在の表示のオン／オフの設定状
態を示すものである。したがって、図３（Ｂ）においては、現在、センターマーカーのみ
が表示オンとされており、それ以外の４：３マーカー、セーフティーゾーンマーカーは表
示オフとされていることが示されている。
【００６３】
　そして、図３（Ｂ）に示したマーカー選択メニューにおいて、センターマーカーを選択
するための選択項目にカーソルＣｓを位置付けて、決定操作を行うと、制御部１００は、
ＯＳＤ部２０、ベースバンド処理部３０を制御して、図３（Ｃ）に示すように、センター
マーカーについての表示のオン／オフの設定画面をＬＣＤ８２の表示画面８２Ｇに表示す
る。ここでは、図３（Ｃ）に示すように、選択された撮影補助マーカーは何かを示すガイ
ド表示ｇｄと、その撮影補助マーカーの表示のオン／オフを設定するための「切（オフ）
」と「入（オン）」との２つの選択項目からなる選択項目表示ＳＴが表示される。
【００６４】
　この「切（オフ）」と「入（オン）」との２つの選択項目の内の一方をユーザが選択す
ることができるようにされる。すなわち、センターマーカーＣＥを表示させたくない場合
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には、「切（オフ）」にカーソルＣｓを位置付け、センターマーカーＣＥを表示させたい
場合には、「入（オン）」にカーソルＣｓを位置付ける操作を行う。これにより、センタ
ーマーカーＣＥの表示のオン／オフの設定を行うことができるようにされる。
【００６５】
　なお、カーソルＣｓを位置付けた後に所定の決定操作を行うことにより、選択を確定す
るようにすることもできる。そして、最下段のメニューの終了項目を選択することによっ
て、制御部１００は、ＯＳＤ部２０、ベースバンド処理部３０を制御して、図３（Ｃ）に
示す表示を終了させ、図３（Ｂ）に示すマーカー選択メニューＭｋの表示に戻るようにさ
れる。
【００６６】
　そして、図３（Ｂ）に示したマーカー選択メニューにおいて、４：３マーカーを選択す
るための選択項目にカーソルＣｓを位置付けて、決定操作を行うと、制御部１００は、Ｏ
ＳＤ部２０、ベースバンド処理部３０を制御して、図３（Ｄ）に示すように、４：３マー
カーについての表示のオン／オフの設定画面をＬＣＤ８２の表示画面８２Ｇに表示する。
【００６７】
　この図３（Ｄ）の場合にも、選択された撮影補助マーカーは何かを示すガイド表示ｇｄ
と、その撮影補助マーカーの表示のオン／オフを設定するための「切（オフ）」と「入（
オン）」との２つの選択項目からなる選択項目表示ＳＴが表示され、図３（Ｃ）を用いて
説明した場合と同様にして、４：３マーカーの表示のオン／オフを設定することができる
ようにされる。
【００６８】
　また、図３（Ｂ）に示したマーカー選択メニューにおいて、セーフティーゾーンマーカ
ーを選択するための選択項目にカーソルＣｓを位置付けて、決定操作を行うと、制御部１
００は、ＯＳＤ部２０、ベースバンド処理部３０を制御して、図３（Ｄ）に示すように、
セーフティーゾーンマーカーについての表示のオン／オフの設定画面をＬＣＤ８２の表示
画面８２Ｇに表示する。
【００６９】
　この図３（Ｄ）の場合にも、選択された撮影補助マーカーは何かを示すガイド表示ｇｄ
と、その撮影補助マーカーの表示のオン／オフを設定するための「切（オフ）」と「入（
オン）」との２つの選択項目からなる選択項目表示ＳＴが表示され、図３（Ｃ）を用いて
説明した場合と同様にして、セーフティーゾーンマーカーの表示のオン／オフを設定する
ことができるようにされる。
【００７０】
　このようにして、この実施の形態のデジタルビデオカメラにおいては、利用可能な３種
類の撮影補助マーカーであるセンターマーカーＣＥ、４：３マーカーＳＤ、セーフティー
ゾーンマーカーＳＦのそれぞれ毎に、表示のオン／オフを設定することができるようにし
ている。
【００７１】
　なお、図３（Ｂ）において、最上段のメニューの決定項目を選択することによって、制
御部１００は、ＯＳＤ部２０、ベースバンド処理部３０を制御して、図３（Ｂ）に示す表
示を終了させ、図３（Ａ）に示すカメラ設定メニューＭｎの表示に戻るようにしている。
そして、この図３（Ａ）に示すカメラ設定メニューＭｎの表示において、最下段のガイド
表示に示されている［ＭＥＮＵ］キーを押下することによって、制御部１００は、ＯＳＤ
部２０、ベースバンド処理部３０を制御して、図３（Ａ）に示す表示を終了させるように
している。
【００７２】
　そして、この実施の形態のデジタルビデオカメラにおいては、図３を用いて説明したよ
うに、利用可能な３種類の撮影補助マーカーのそれぞれごとの表示のオン／オフの設定を
行った後に、表示を行うように設定したマーカーを表示するか否かのいわば確認の設定を
行うようにしている。
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【００７３】
　図３を用いて説明したように、表示して用いるようにする撮影補助マーカーを選択（設
定）するようにした後に、図４（Ａ）に示すように、図３（Ａ）に示したカメラ設定メニ
ューＭｎに戻った後に、選択項目である「マーカー」を選択すると、制御部１００は、Ｏ
ＳＤ部２０、ベースバンド処理部３０を制御して、図４（Ｂ）に示す撮影補助マーカーの
表示のオン／オフの設定画面をＬＣＤ８２の表示画面８２Ｇに表示する。
【００７４】
　ここでは、撮影補助マーカーの全体の表示のオン／オフを設定するための画面であるこ
とを示すガイド表示ｇｄと、撮影補助マーカー全体の表示のオン／オフを設定するための
「切（オフ）」と「入（オン）」との２つの選択項目からなる選択項目表示ＳＴが表示さ
れる。ここで、「入（オン）」にカーソルＣｓを位置付けて、所定の決定操作を行うこと
により、撮影補助マーカー全体の表示のオンにする設定することができる。この場合には
、図３を用いて説明したようにして表示するように設定した全ての撮影補助マーカーを表
示することができるようにされる。
【００７５】
　また、「切（オフ）」にカーソルＣｓを位置付けて、所定の決定操作を行うことにより
、撮影補助マーカー全体の表示をオフにする設定することができるようにされる。この場
合には、図３を用いて説明したようにして表示するように設定した撮影補助マーカーがあ
っても、それを表示しないようにすることができる。
【００７６】
　このように、ＬＣＤ８２の表示画面８２Ｇに表示される情報と操作部１１０を通じて受
け付ける操作入力により、ユーザによって設定された撮影補助マーカー毎の表示のオン／
オフを示す情報や、撮影補助マーカー全体についての表示のオン／オフを示す情報は、制
御部１００によって受け付けられ、制御部１００のフラッシュＲＯＭ１０２に記録保持さ
れ、必要に応じて参照して利用することができるようにされる。
【００７７】
　そして、この実施の形態のデジタルビデオカメラにおいては、図３を用いて説明した設
定処理を行うことにより、３種類の撮影補助マーカーの全部について表示を行うように設
定した場合には、図２に示したように、センターマーカーＣＥ、４：３マーカーＳＤ、セ
ーフティーゾーンマーカーＳＦの全てをＯＳＤ部２０において形成し、これらをベースバ
ンド処理部３０において、カメラ部１０からの映像信号Ｖｄ０に合成し、この３種類の撮
影補助マーカーを合成するようにした映像信号を各映像出力端部に供給して利用すること
ができるようにしている。
【００７８】
　また、この実施の形態のデジタルビデオカメラにおいては、図３を用いて説明した設定
処理を行うことにより、３種類の撮影補助マーカーの内の任意の２種類の撮影補助マーカ
ーの表示を行うように設定した場合には、表示するように設定した２種類の撮影補助マー
カーをＯＳＤ部２０において形成し、これらをベースバンド処理部３０において、カメラ
部１０からの映像信号Ｖｄ０に合成し、この任意の２種類の撮影補助マーカーを合成する
ようにした映像信号を各映像出力端部に供給して利用することができるようにされる。
【００７９】
　もちろん、この実施の形態のデジタルビデオカメラにおいては、図３を用いて説明した
設定処理を行うことにより、３種類の撮影補助マーカーの内の任意の１種類の撮影補助マ
ーカーの表示を行うようにした場合には、表示するように設定した１種類の撮影補助マー
カーのみＯＳＤ部２０において形成し、これらをベースバンド処理部３０において、カメ
ラ部１０からの映像信号Ｖｄ０に合成し、この任意の１種類の撮影補助マーカーを合成す
るようにした映像信号を各映像出力端部に供給して利用することができるようにされる。
また、全ての撮影補助マーカーの表示をオフにすることによって、撮影補助マーカーを全
く用いないようにすることもできる。
【００８０】
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　そして、この実施の形態のデジタルビデオカメラにおいては、複数の撮影補助マーカー
の表示を同時に行うことができるので、例えば、映像の中心位置の確認と、４：３の画角
の範囲の確認と、セーフティゾーンの確認とを同時に行うようにするなどのことができる
ので、これまで経験的予測から行っていた撮影の構図決めを、より短時間で済ませること
ができる。
【００８１】
　また、表示できる撮影補助マーカーのパターン（種類）を複数用意し、これを利用でき
るようにすることによって、様々な撮影の補助や構図決めのニーズを満たすことができる
。
【００８２】
　［撮影モードに応じた撮影補助マーカーの利用
　そして、この実施の形態のデジタルビデオカメラは、上述もしたように被写体の映像を
アスペクト比が１６：９の映像として取り込むようにするＨＤモードと、被写体の映像を
アスペクト比が４：３の映像として取り込むようにするＳＤモードとの２つの撮影モード
を備えている。
【００８３】
　いずれの撮影モードを用いるかは、操作部１１０を通じてユーザが選択することができ
るようにされ、選択された撮影モードを示す情報は、制御部１００によって受け付けられ
て、制御部１００の例えばフラッシュＲＯＭ１０２に記録保持される。この記憶保持され
た情報は、必要に応じて参照し利用することができるようにされる。
【００８４】
　そして、例えば、ＳＤモードで撮影を行うようにしている場合には、４：３マーカーＳ
Ｄは、意味をなさないことになる。そこで、この実施の形態のデジタルビデオカメラの制
御部１００は、ユーザによって選択された撮影モードをも考慮し、撮影補助マーカーの表
示のオン／オフを制御することができるものである。
【００８５】
　制御部１００は、例えばフラッシュＲＯＭ１０２の設定情報を参照し、４：３マーカー
の表示を行うように設定されている場合であっても、撮影モードとしてＳＤモードが選択
されている場合には、ＯＳＤ部２０を制御し、４：３マーカーを形成しないようにする。
このようにすることによって、ＳＤモードで撮影を行う場合には意味をなさない４：３マ
ーカーＳＤを表示させないようにすることができる。
【００８６】
　なお、ここでは、制御部１００の制御によりＯＳＤ部２０において４：３マーカーＳＤ
を形成しないようにするものと説明したが、これに限るものではない。４：３マーカーの
表示を行うように設定されている場合であっても、撮影モードとしてＳＤモードが選択さ
れている場合には、制御部１００は、ベースバンド処理部３０を制御して、ＯＳＤ部２０
からの４：３マーカーを映像信号に合成しないようにしてもよい。
【００８７】
　もちろん、制御部１００は、ＯＳＤ部２０とベースバンド処理部３０との両方を制御し
、必要のない撮影補助マーカーを形成しないようにすると共に、当該必要のない撮影補助
マーカーを映像信号に合成しないようにすることも可能である。しかし、ＯＳＤ部２０の
撮影補助マーカーの形成処理と、ベースバンド処理部３０の撮影補助マーカーの合成処理
の少なくとも一方を制御することによって、不必要な撮影補助マーカーを表示することが
ないようにすることができる。
【００８８】
　また、ここでは、撮影モードがＳＤモードである場合に不必要になる４：３マーカーを
制御部１００の制御により自動的に変更するようにしたが、これに限るものではない。例
えば、撮影した映像をＮＴＳＣ方式の映像信号として取り込んで記録できるようにするＮ
ＴＳＣモードと、撮影した映像をＰＡＬ方式の映像信号として取り込んで記録できるよう
にするＰＡＬモードとを設けるようにすることも可能である。
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【００８９】
　このようなに記録モードが複数個設けられている場合には、制御部１００は、選択され
た記録モードに応じた撮影補助マーカーを形成するように、ＯＳＤ処理部２０を制御する
ことが可能である。すなわち、ＮＴＳＣ方式の映像信号に合成するためのセンターマーカ
ー、セーフティーゾーンマーカー、ＰＡＬ方式の映像信号に合成するためのセンターマー
カー、セーフティーゾーンマーカーなどを形成することができるものである。
【００９０】
　ＮＴＳＣ方式の映像信号も、ＰＡＬ方式の映像信号もその信号形式（フォーマット）が
異なるので、それぞれの信号形式に応じて、合成した場合に、映像上の本来の位置に撮影
補助マーカーが表示されないなどの不都合を防止することが可能となる。
【００９１】
　このように、撮影モードや記録モードに応じて異なる処理対象の映像信号のフォーマッ
トに応じて、表示しても意味のない不必要な撮影補助マーカーについては、例え表示する
ように設定されているものであっても、ユーザは撮影補助マーカーについての設定を変更
するなどの手間をかけることなく自動的に表示させないようにすることができる。
【００９２】
　［出力端に応じた撮影補助マーカーの利用］（請求項 ）
　また、この実施の形態のデジタルビデオカメラは、図１を用いて説明したように、複数
の映像信号の出力端部（映像出力端部）を備えている。すなわち、Ｄ端子８１、ＬＣＤ８
２、ＥＶＦ８３、ＳＤ出力端子８４を備えている。これらの映像出力端部の内、上述した
ように、Ｄ端子８１、ＬＣＤ８２、ＥＶＦ８３のそれぞれは、アスペクト比が１６：９の
映像信号に対応可能であるが、ＳＤ出力端子８４は、アスペクト比が４：３のＳＤ信号用
のものである。
【００９３】
　したがって、図１に示したカメラ部１０からの映像信号がＨＤ信号である場合、この信
号をダウンコンバートすることなく出力可能な出力系統は、Ｄ端子８１、ＬＣＤ８２、Ｅ
ＶＦ８３である。また、この場合、ＳＤ出力端子には、ＨＤ信号がダウンコンバートされ
て出力される。なお、この実施の形態において、デジタルＩ／Ｆ７０を通じて行う映像信
号等の出力は、ＨＤ信号をＭＰＥＧまたはＤＶフォーマットに変換して出力するので、Ｄ
Ｖフォーマットに変換した場合のみ、ＨＤ信号がダウンコンバートされる。
【００９４】
　このため、この実施の形態のデジタルビデオカメラにおいて、制御部１００は、ＯＳＤ
処理部２０とベースバンド処理部３０とを制御し、各映像出力端部に供給する映像信号に
合致した撮影補助マーカーを形成し、各映像出力端に供給する映像信号に合成するように
している。
【００９５】
　図５～図７は、各映像出力端毎の撮影補助マーカーの利用について説明するための図で
ある。このうち、図５は、４：３マーカーＳＤが表示するように設定されている場合につ
いて説明するための図であり、図６は、センターマーカーＣＥが表示するように設定され
ている場合について説明するための図であり、図７は、セーフティーゾーンマーカーＳＦ
が表示するように設定されている場合について説明するための図である。
【００９６】
　例えば、４：３マーカーＳＤが表示するように設定されている場合であっても、４：３
マーカーＳＤは、１６：９画角のＨＤ映像をＳＤ映像にダウンコンバートする場合におい
て、ＳＤ映像として有効な画角（撮像有効エリア）を示すものであるので、ＳＤ出力端子
８４に出力するアスペクト比が４：３のＳＤ信号に対して合成しても意味がないことにな
る。
【００９７】
　そこで、この実施の形態のデジタルビデオカメラの制御部１００は、図５に示すように
、ＯＳＤ部２０を制御して、Ｄ端子８１、ＬＣＤ８２、ＥＶＦ８３のそれぞれに供給する
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映像信号に対して合成するための４：３マーカーＳＤを形成し、これをベースバンド処理
部３０に供給すると共に、ベースバンド処理部３０を制御して、Ｄ端子８１、ＬＣＤ８２
、ＥＶＦ８３のそれぞれに供給する映像信号に対しては、ＯＳＤ部２０からの４：３マー
カーＳＤを合成するが、ＳＤ出力端子８４に供給する映像信号に対しては、４：３マーカ
ーを合成しないようにする。
【００９８】
　このようにすることによって、図５（Ａ）に示すように、Ｄ端子８１、ＬＣＤ８２、Ｅ
ＶＦ８３のそれぞれに供給する映像信号に対しては、４：３マーカーＳＤを合成して出力
することができるようにされ、例え４：３マーカーＳＤが表示するように設定されている
場合であっても、図５（Ｂ）に示すように、ＳＤ出力端子８４を通じて出力される映像信
号に対しては意味のない４：３マーカーを合成しないようにすることができる。
【００９９】
　また、センターマーカーＣＥは、映像の中心位置と簡単な水平、垂直の水準として使用
するものであるので、センターマーカーＣＥが表示するように設定されている場合におい
ては、Ｄ端子８１、ＬＣＤ８２、ＥＶＦ８３、ＳＤ出力端子８４のそれぞれに出力する映
像信号に対して合成して意味のあるものである。
【０１００】
　そこで、この実施の形態のデジタルビデオカメラの制御部１００は、図６に示すように
、ＯＳＤ部２０を制御して、Ｄ端子８１、ＬＣＤ８２、ＥＶＦ８３のそれぞれに供給する
映像信号に対して合成するためのセンターマーカーＳＤを形成すると共に、ＳＤ出力端子
８４に供給する映像信号に対して合成するセンターマーカーＳＤを形成し、ベースバンド
処理部３０を制御して、Ｄ端子８１、ＬＣＤ８２、ＥＶＦ８３、ＳＤ出力端子８４のそれ
ぞれに供給する映像信号に対して、ＯＳＤ部２０からの対応する４：３マーカーＳＤを合
成するようにする。
【０１０１】
　このようにすることによって、図６（Ａ）に示すように、センターマーカーＣＥが表示
するように設定されている場合には、Ｄ端子８１、ＬＣＤ８２、ＥＶＦ８３のそれぞれか
ら出力する映像信号には、その映像信号により形成される映像の中心にセンターマーカー
ＣＥを表示することができるようにされ、また、図６（Ｂ）に示すように、ＳＤ出力端子
８４から出力する映像信号には、その映像信号により形成される映像の中心にセンターマ
ーカーＣＥを表示することができるようにされる。
【０１０２】
　また、セーフティーゾーンマーカーＳＦは、撮影した映像を再生したとき、一般のほと
んどのテレビで表示されると思われる領域を示すものであり、セーフティーゾーンマーカ
ーＳＦが表示するように設定されている場合においては、Ｄ端子８１、ＬＣＤ８２、ＥＶ
Ｆ８３、ＳＤ出力端子８４のそれぞれに出力する映像信号に対して合成して意味のあるも
のである。
【０１０３】
　そこで、この実施の形態のデジタルビデオカメラの制御部１００は、図７に示すように
、ＯＳＤ部２０を制御して、Ｄ端子８１、ＬＣＤ８２、ＥＶＦ８３のそれぞれに供給する
映像信号に対して合成するためのセーフティーゾーンマーカーＳＦを形成すると共に、Ｓ
Ｄ出力端子８４に供給する映像信号に対して合成するセーフティーゾーンマーカーＳＦを
形成し、ベースバンド処理部３０を制御して、Ｄ端子８１、ＬＣＤ８２、ＥＶＦ８３、Ｓ
Ｄ出力端子８４のそれぞれに供給する映像信号に対して、ＯＳＤ部２０からの対応するセ
ーフティーゾーンマーカーＳＦを合成するようにする。
【０１０４】
　このようにすることによって、図７（Ａ）に示すように、セーフティーゾーンマーカー
ＳＦが表示するように設定されている場合には、Ｄ端子８１、ＬＣＤ８２、ＥＶＦ８３の
それぞれから出力する映像信号には、その映像信号により形成される映像にセーフティ－
ゾーンマーカーＳＦを表示することができるようにされ、また、図７（Ｂ）に示すように
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、ＳＤ出力端子８４から出力する映像信号には、その映像信号により形成される映像にセ
ーフティーゾーンマーカーＳＦを表示することができるようにされる。つまり、この場合
には、ＨＤ出力系統とＳＤ出力系統で、枠線のサイズを変更するようにしている。
【０１０５】
　このように、この実施の形態のデジタルビデオカメラにおいては、複数の映像出力端の
それぞれに供給する映像信号のフォーマットに応じて、例えば、表示するように設定され
ている撮影補助マーカーであっても、意味がなく不必要である撮影補助マーカーについて
は表示しないようにすることができるようにしている。
【０１０６】
　したがって、撮影補助マークの表現方法を、出力端子毎に用途に合わせた正しい表示に
することができるので、それぞれの出力先映像を見ているユーザ間で意識のあった構図決
めを行うことができる。
【０１０７】
　［直接キーの利用について
　なお、上述したように、撮影補助マーカーの表示のオン／オフの設定や撮影補助マーカ
ー全体の表示のオン／オフの設定は、ＬＣＤ８２の表示画面８２Ｇに表示されるメニュー
表示に応じて、操作部１１０の矢印キーなどの操作キーを操作することにより行うように
した。しかし、図３、図４を用いて説明したように、目的とする処理を行うためには、複
数の操作を行わなければならず、手間や時間がかかる場合がある。
【０１０８】
　また、撮影中においては、撮影補助マーカーを表示したい場合と表示したくない場合と
が発生するが、いちいちメニューを開いて、撮影補助マーカーの表示のオン／オフの切り
替えを行うようにしていたのでは、撮影チャンスを逃してしまうことにもなりかねない。
【０１０９】
　そこで、少なくとも、複数の撮影補助マーカーの全体について、表示のオン／オフを切
り替えるために直接に操作することが可能な切替操作キーを操作部１１０に設ける。そし
て、例えば、ＥＶＦ８３を通じて映像を確認しながら撮影を行っている場合であって、そ
の切替操作キーが操作された場合には、制御部１００は、ＯＳＤ部２０、ベースバンド処
理部３０を制御して、３種類の撮影補助マーカーの全部についての表示のオン／オフを切
り替えることができるようにされる。
【０１１０】
　これによって、撮影補助マーカーが必要に時には表示させ、不必要なときには表示させ
ないようにすることを、直接に操作可能な切替操作キーに対する１回の操作（１アクショ
ン）で行うことができる。
【０１１１】
　なお、ここでは、３種類の撮影補助マーカーについて一括して表示のオン／オフを行う
ようにする場合を説明したが、これに限るものではない。例えば、センターマーカーの表
示のオン／オフを切り替えるセンターマーカー用切替操作キーと、４：３マーカーの表示
のオン／オフを切り替える４：３マーカー用切替操作キーと、セーフティーゾーンマーカ
ーの表示のオン／オフを切り替えるセーフティーゾーンマーカー用切替操作キーとを設け
、これらを個別に操作することによって、各撮影補助マーカー毎に表示のオン／オフを切
り替えるようにすることもできる。
【０１１２】
　したがって、ユーザによるシステムの各種情報の設定は、ＬＣＤ８２上に表示するＧＵ
Ｉ（ Graphics User Interface）を通じて行う方法および、デジタルビデオカメラの本体
に搭載したスイッチ操作で行うことができるようにされる。ＧＵＩは制御部１００の制御
により、ＯＳＤ部２０が制御されてＧＵＩを形成し、ＬＣＤ８５の表示画面８５Ｇに表示
することができるようにされる。また、本体に設けられるスイッチの入力による場合は、
制御部１００がそれらのスイッチの入力ポートを監視し、その入力状態に応じて、所定の
動作を実行することが可能である。
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【０１１３】
　このように、デジタルビデオカメラの操作部１１０などに設けられる直接に操作可能な
スイッチなどの操作キーによって、撮影補助マーカーの表示の切り替えを行うことができ
るようにされ、撮影中に撮影補助マークを直ちに消したい場合や逆に表示したい場合にお
いて、１アクションで行うことができる。
【０１１４】
　また、本体に設けられる専用スイッチを押下操作するという簡単な操作で、本体が撮影
中かどうかによらず、ユーザの任意のタイミングで撮影補助マーカーの表示のオン／オフ
を即時に切り替えることができるので、多少の手順を要するメニュー操作をすることで起
こりうる、撮影中の機会損失を防ぐことができる。
【０１１５】
　［撮影補助マーカーに関連する処理について］
　次に、このデジタルビデオカメラにおいての撮影補助マーカーに関連する処理について
、図８～図１１を用いて説明する。以下に説明する撮影補助マーカーに関連する各処理は
、主に制御部１００において行うようにされる処理である。
【０１１６】
　　［撮影補助マーカーの選択処理について］
　まず、この実施の形態のデジタルビデオカメラにおいて利用する撮影補助マーカーの選
択処理について説明する。図８は、撮影補助マーカーの選択処理を説明するためのフロー
チャートである。図３を用いて説明したように、カメラ設定メニューＭｎに表示された選
択項目から「マーカー選択」が選択されて決定するように操作されると、制御部１００は
、図３（Ｂ）に示したようなマーカー選択メニューＭｋをＬＣＤ８２の表示画面８２Ｇに
表示し（ステップＳ１０１）、ユーザからの操作入力を受け付けるようにする。
【０１１７】
　そして、制御部１００は、マーカー選択メニューＭｋにおいて、決定操作（終了操作）
がなされたか否かを判断する（ステップＳ１０２）。このステップＳ１０２の判断処理に
おいて、決定操作がなされたと判断したときには、制御部１００は、この図８に示す処理
を終了し、図３（Ａ）に示したようなカメラ設定メニューの表示に戻るようにする。
【０１１８】
　また、ステップＳ１０２の判断処理において、決定操作は行われていないと判断したと
きには、センターマーカーについての表示項目が選択されたか否かを判断する（ステップ
Ｓ１０３）。ステップＳ１０３の判断処理において、センターマーカーについての表示項
目が選択されたと判断したときには、制御部１００は、ＯＳＤ部２０、ベースバンド処理
部３０を制御して、図３（Ｃ）に示したようにセンターマーカーについての設定画面をＬ
ＣＤ８２の表示画面８２Ｇに表示し（ステップＳ１０４）、表示設定を受け付けるように
する。
【０１１９】
　そして、制御部１００は、表示のオン／オフ（入／切）のいずれが選択されたかを判断
し（ステップＳ１０５）、表示の入（表示オン）が選択された場合には、「センターマー
カー表示有り」を示すように、フラッシュＲＯＭ１０２に情報を設定する（ステップＳ１
０６）。また、ステップＳ１０５の判断処理において、表示の切（表示オフ）が選択され
た場合には、「センターマーカー表示なし」を示すように、フラッシュＲＯＭ１０２に情
報を設定する（ステップＳ１０７）。ステップＳ１０６またはステップＳ１０７の処理の
後、制御部１００は、ステップＳ１０２からの処理を繰り返す。
【０１２０】
　ステップＳ１０３の判断処理において、センターマーカーについての表示項目が選択さ
れていないと判断したときには、４：３マーカーについての表示項目が選択されたか否か
を判断する（ステップＳ１０８）。ステップＳ１０８の判断処理において、４：３マーカ
ーについての表示項目が選択されたと判断したときには、ＯＳＤ部２０、ベースバンド処
理部３０を制御して、図３（Ｄ）に示したように４：３マーカーについての設定画面をＬ
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ＣＤ８２の表示画面８２Ｇに表示し（ステップＳ１０９）、表示設定を受け付けるように
する。
【０１２１】
　そして、制御部１００は、表示のオン／オフ（入／切）のいずれが選択されたかを判断
し（ステップＳ１１０）、表示の入（表示オン）が選択された場合には、「４：３マーカ
ー表示有り」を示すように、フラッシュＲＯＭ１０２に情報を設定する（ステップＳ１１
１）。また、ステップＳ１１０の判断処理において、表示の切（表示オフ）が選択された
場合には、「４：３マーカー表示なし」を示すように、フラッシュＲＯＭ１０２に情報を
設定する（ステップＳ１１２）。ステップＳ１１１またはステップＳ１１２の処理の後、
制御部１００は、ステップＳ１０２からの処理を繰り返す。
【０１２２】
　ステップＳ１０８の判断処理において、４：３マーカーについての表示項目が選択され
ていないと判断したときには、セーフティーゾーンマーカーについての表示項目が選択さ
れたか否かを判断する（ステップＳ１１３）。ステップＳ１１３の判断処理において、セ
ーフティーゾーンマーカーについての表示項目が選択されたと判断したときには、ＯＳＤ
部２０、ベースバンド処理部３０を制御して、図３（Ｅ）に示したようにセーフティーゾ
ーンマーカーについての設定画面をＬＣＤ８２の表示画面８２Ｇに表示し（ステップＳ１
１４）、表示設定を受け付けるようにする。
【０１２３】
　そして、制御部１００は、表示のオン／オフ（入／切）のいずれが選択されたかを判断
し（ステップＳ ）、表示の入（表示オン）が選択された場合には、「セーフティー
ゾーンマーカー表示有り」を示すように、フラッシュＲＯＭ１０２に情報を設定する（ス
テップＳ１１６）。また、ステップＳ１１５の判断処理において、表示の切（表示オフ）
が選択された場合には、「セーフティーゾーンマーカー表示なし」を示すように、フラッ
シュＲＯＭ１０２に情報を設定する（ステップＳ１１７）。ステップＳ１１６またはステ
ップＳ１１７の処理の後、制御部１００は、ステップＳ１０２からの処理を繰り返す。
【０１２４】
　ステップＳ１１３の判断処理において、セーフティーゾーンマーカーについての表示項
目が選択されていないと判断したときには、制御部１００は、ステップＳ１０２からの処
理を繰り返すようにする。
【０１２５】
　このようにして、この実施の形態のデジタルビデオカメラにおいては、３種類用意され
ている撮影補助マーカーのそれぞれについて利用するか否かを個々に設定することができ
るようにしている。
【０１２６】
　　［撮影補助マーカー全体として表示のオン／オフについて］
　図９は、撮影補助マーカーを一体とする表示のオン／オフを設定する処理を説明するた
めのフローチャートである。図８を用いて説明した処理によって、各撮影補助マーカー毎
に表示のオン／オフを設定するようにした後に、この実施の形態のデジタルビデオカメラ
においては、図４を用いて説明したように、３種類の撮影補助マーカーを一体とする表示
のオン／オフを設定することができるようにしている。
【０１２７】
　すなわち、図４（Ａ）に示したように、カメラ設定メニューＭｎに表示された選択項目
から「マーカー」が選択されて決定するように操作されると、制御部１００は、図４（Ｂ
）に示したような撮影補助マーカー全体についての表示のオン／オフの設定画面をＬＣＤ
８２の表示画面８２Ｇに表示し（ステップＳ２０１）、ユーザからの操作入力を受け付け
るようにする。
【０１２８】
　そして、受け付けた表示設定は何かを判断する（ステップＳ２０２）。ステップＳ２０
２の判断処理において、受け付けた操作入力が、撮影補助マーカー全体の表示を行うよう
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にする表示オン（表示入）を指示するものであるときには、制御部１００は、フラッシュ
ＲＯＭ１０２に撮影補助マーカー全体として表示をオンにすることを示す情報を設定する
（ステップＳ２０３）。
【０１２９】
　また、ステップＳ２０２の判断処理において、受け付けた操作入力が、撮影補助マーカ
ー全体の表示を行わないようにする表示オフ（表示切）を指示するものであるときには、
制御部１００は、フラッシュＲＯＭ１０２に撮影補助マーカー全体として表示をオフにす
ることを示す情報を設定する（ステップＳ２０４）。
【０１３０】
　ステップＳ２０３またはステップＳ２０４の処理の後、この図９に示す撮影補助マーカ
ー全体としての表示のオン／オフの設定を終了する。このようにして、複数の撮影補助マ
ーカー個々に表示のオン／オフを設定した後に、複数の撮影補助マーカー全体について表
示のオン／オフを設定することができるようにされる。
【０１３１】
　　［撮影補助マーカーの表示について］
　次に、撮影補助マーカーを表示するようにする場合の処理について説明する。図１０は
、撮影補助マーカーの表示処理について説明するためのフローチャートである。この図１
０に示す処理は、撮影処理時の初めや、撮影スタンバイモードの初めの時期などにおいて
、制御部１００において実行される処理である。
【０１３２】
　制御部１００は、撮影時や撮影スタンバイ時などにおいては、図１０に示す処理を実行
し、フラッシュＲＯＭ１０２の設定情報を参照し、まず、４：３マーカーの表示あり（表
示オン）と設定されているか否かを判断する（ステップＳ３０１）。ステップＳ３０１の
判断処理において、４：３マーカーの表示有りと設定されていると判断したときには、制
御部１００は、ＯＳＤ部２０に対して、アスペクト比が１６：９の映像信号に合成する４
：３マーカーを形成するように指示する（ステップＳ３０２）。
【０１３３】
　そして、ステップＳ３０１の判断処理において、４：３マーカーの表示なしであると判
断した場合、あるいは、ステップＳ３０２の処理の後に、制御部１００は、フラッシュＲ
ＯＭ１０２の設定情報が、センターマーカーの表示有り（表示オン）を示すものか否かを
判断する（ステップＳ３０３）。ステップＳ３０３の判断処理において、センターマーカ
ーの表示有りと設定されていると判断したときには、制御部１００は、ＯＳＤ部２０に対
して、センターマーカーを形成するように指示する（ステップＳ３０４）。
【０１３４】
　そして、ステップＳ３０３の判断処理において、センターマーカーの表示なしであると
判断した場合、あるいは、ステップＳ３０４の処理の後に、制御部１００は、フラッシュ
ＲＯＭ１０２の設定情報が、セーフティーゾーンマーカーの表示有り（表示オン）を示す
ものか否かを判断する（ステップＳ３０５）。ステップＳ３０３の判断処理において、セ
ーフティーゾーンマーカーの表示有りと設定されていると判断したときには、制御部１０
０は、ＯＳＤ部２０に対して、アスペクト比が１６：９の映像信号に合成するセーフティ
ーゾーンマーカーを形成するように指示する（ステップＳ３０６）。
【０１３５】
　そして、制御部１００は、ＯＳＤ処理部２０を制御し、形成するようにした各撮影補助
マーカーをベースバンド処理部３０に供給するように制御し（ステップＳ３０７）、ベー
スバンド処理部３０に対して、アスペクト比が１６：９の映像信号、すなわちＨＤ信号に
対して供給された撮影補助マーカーを合成するように指示し、各ＨＤ出力系（Ｄ端子８１
、ＬＣＤ８２、ＥＶＦ８３）から撮影補助マーカーを合成した映像を出力するようにする
（ステップＳ３０８）。
【０１３６】
　そして、制御部１００は、フラッシュＲＯＭ１０２の設定情報を確認し、４：３マーカ

10

20

30

40

50

(18) JP 3982533 B2 2007.9.26



ーの表示あり（表示オン）と設定されているか否かを判断する（ステップＳ３０９）。ス
テップＳ３０９の判断処理において、４：３マーカーの表示有りと設定されていると判断
したときでも、制御部１００は、ＳＤ出力系には表示しないように、ＯＳＤ部２０に対し
て、４：３マーカーを形成する指示を出さないようにする（ステップＳ３１０）。
【０１３７】
　そして、ステップＳ３０９の判断処理において、４：３マーカーの表示なしであると判
断した場合、あるいは、ステップＳ３１０の処理の後に、制御部１００は、フラッシュＲ
ＯＭ１０２の設定情報が、センターマーカーの表示有り（表示オン）を示すものか否かを
判断する（ステップＳ３１１）。ステップＳ３１１の判断処理において、センターマーカ
ーの表示有りと設定されていると判断したときには、制御部１００は、ＯＳＤ部２０に対
して、センターマーカーを形成するように指示する（ステップＳ３１２）。
【０１３８】
　そして、ステップＳ３１１の判断処理において、センターマーカーの表示なしであると
判断した場合、あるいは、ステップＳ３１２の処理の後に、制御部１００は、フラッシュ
ＲＯＭ１０２の設定情報が、セーフティーゾーンマーカーの表示有り（表示オン）を示す
ものか否かを判断する（ステップＳ３１３）。ステップＳ３１３の判断処理において、セ
ーフティーゾーンマーカーの表示有りと設定されていると判断したときには、制御部１０
０は、ＯＳＤ部２０に対して、アスペクト比が４：３の映像信号に合成するセーフティー
ゾーンマーカーを形成するように指示する（ステップＳ３１４）。
【０１３９】
　そして、制御部１００は、ＯＳＤ処理部２０を制御し、形成するようにした各撮影補助
マーカーをベースバンド処理部３０に供給するように制御し（ステップＳ３１５）、ベー
スバンド処理部３０に対して、アスペクト比が４：３の映像信号、すなわちＳＤ信号に対
して供給された撮影補助マーカーを合成するように指示し、ＳＤ出力系（ＳＤ出力端子８
４）から撮影補助マーカーを合成した映像を出力するようにする（ステップＳ３１６）。
【０１４０】
　このようにして、表示が指示された撮影補助マーカーが複数の映像出力端に供給される
映像信号のフォーマットに応じて形成され、各映像信号に合成されて、対応する映像出力
端から出力するようにされる。
【０１４１】
　なお、センターマーカーについては、ＨＤ信号、ＳＤ信号においても同様に映像のセン
ター（中央）を示すための表示であるため、ＨＤ信号とＳＤ信号との場合で、映像の中央
がずれる場合はない。ＨＤ信号からＳＤ信号へのダウンコンバートの影響を考慮して、Ｈ
Ｄ信号とＳＤ信号とでそれぞれのセンターを正確に示すことができるように、ＨＤ信号用
のセンターマーカーとＳＤ信号用のセンターマーカーとを別々に用意し、これを用いるよ
うにすることももちろんできる。
【０１４２】
　　［撮影補助マーカーの消去処理について］
　次に、上述もしたように、撮影補助マーカー全体についての表示のオン／オフを指示す
るための切替操作キーが操作されることにより、全ての撮影補助マーカーの表示を消去す
る場合の処理について説明する。図１１は、全ての撮影補助マーカーの表示を消去する処
理を説明するためのフローチャートである。
【０１４３】
　撮影補助マーカー全体についての表示のオン／オフを指示するための切替操作キーが操
作されることによって、全ての撮影補助マーカーの消去（非表示）が指示された場合に、
制御部１００は、図１１に示す処理を実行する。そして、制御部１００は、まず、ＯＳＤ
処理部２０に対して、アスペクト比が１６：９のＨＤ信号に対して合成する４：３マーカ
ーを消去するように指示し（ステップＳ４０１）、次に、ＯＳＤ処理部２０に対して、セ
ンターマーカーを消去するように指示し（ステップＳ４０２）、次に、ＯＳＤ処理部２０
に対して、セーフティーゾーンマーカーを消去するように指示する（ステップＳ４０３）
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。
【０１４４】
　そして、制御部１００は、ＯＳＤ部２０に対して、映像信号に合成するＯＳＤデータを
ベースバンド処理部３０に供給するように指示することによって、それまで合成されてい
た各撮影補助マーカーの合成を中止するようにし（ステップＳ４０４）、撮影補助マーカ
ーの合成されていない映像信号を各映像出力端から出力するようにする（ステップＳ４０
５）。
【０１４５】
　このようにすることによって、各映像出力端から出力するようにされる映像信号から、
撮影補助マーカーを消去して出力することができるようにされる。
【０１４６】
　なお、撮影補助マーカーの消去については、ＯＳＤ部２０に対して撮影補助マーカーの
形成とベースバンド処理部３０への供給を停止するように制御したり、また、ベースバン
ド処理部３０に対してＯＳＤ部２０からの撮影補助マーカーの合成を停止したりするよう
にする指示を出すことによって、撮影補助マーカーを消去するようにすることも可能であ
る。
【０１４７】
　［撮影補助マーカーの他の例］
　上述した実施の形態においては、図２を用いて説明したように、センターマーカーＣＥ
、４：３マーカーＳＤ、セーフティーゾーンマーカーＳＦの３種類の撮影補助マーカーが
利用可能な場合を例にして説明したが、撮影補助マーカーは上述の３種類に限るものでは
ない。
【０１４８】
　図１２は、撮影補助マーカーの他の例を説明するための図である。図１２（Ａ）に示す
ように、表示画面Ｇの表示領域を９分割するようにし、その中央部分の領域を示すガイド
フレームマーカーＧＦ１や、図１２（Ｂ）に示すように、表示画面Ｇの表示領域を９分割
する９分割ガイドフレームマーカーＧＦ２や、図１２（Ｃ）に示すように、表示画像の９
０％の領域を示す９０％セーフティーゾーンマーカーＳＦ１、表示画像の８０％の領域を
示す８０％セーフティーゾーンマーカーＳＦ２などを用いるようにすることができる。も
ちろん、これ以外にも種々の撮影補助マーカーを用いるようにすることができる。
【０１４９】
　また、同じ意味合いを有する撮影補助マーカーであっても、その表示態様を異ならせる
ようにしたもの、例えば、表示色、線種、枠の形などを異ならせるようにした種々の撮影
補助マーカーを用いるようにすることが可能である。また、撮影補助マーカー毎に、表示
色、線種、枠の形などをユーザが任意に変更できるようにすることも可能である。
【０１５０】
　この場合には、撮影補助マーカー毎に、単に表示のオン／オフを示す情報だけでなく、
表示色、線種、枠の形を示す情報も設定できるようにし、これに応じた撮影補助マーカー
をＯＳＤ部２０において形成するようにすればよい。このように、利用可能な複数種類の
種々の撮影補助マーカーを同時に利用できるようにする場合に、この発明を適用すること
が可能である。
【０１５１】
　また、上述した実施の形態のデジタルビデオカメラにおいては、カメラ部１０を通じて
撮影するようにした映像の映像信号を、その出力先に応じて、撮影補助マーカーの形成態
様や表示／非表示を変化させるようにした。しかし、これに限るものではない。例えば、
同一出力先に供給する映像信号であっても、そのフォーマットに応じて、撮影補助マーカ
ーの形成態様や表示／非表示を切り替えるようにすることも可能である。
【０１５２】
　また、通常１６：９パネルにはＨＤ映像を表示するが、ＳＤ変換した映像を表示する場
合、４：３画角に切り出した映像となる。このとき、４：３画角に合わせた撮影補助マー
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カーを形成して合成し表示を行うようにすることも可能である。また、４：３マーカーを
ＬＣＤ８３に表示する場合を考えると、ＳＤ変換した映像においては、すでに画角が４：
３であるので、４：３マーカー表示設定をしている場合においても、マーカー表示は行わ
ないようにすることができる。
【０１５３】
　また、出力先によって撮影補助マーカー表示を変化させるという観点から、ユーザの用
途に合わせた使い方が行えるよう、出力先毎にマーカー表示をするか、しないかを設定す
ることも可能である。
【０１５４】
　なお、上述の実施の形態においては、この発明をデジタルビデオカメラに適用した場合
を例にして説明したが、これに限るものではない。例えば、デジタルスチルカメラ、アナ
ログ方式のビデオカメラやスチルカメラなど、種々の撮像装置にこの発明を適用すること
が可能である。
【０１５５】
　なお、上述した実施の形態デジタルビデオカメラにおいては、図３、図４を用いて説明
したように、用いようとする撮影補助マーカーを選択した後に、その選択した撮影補助マ
ーカーの全体についての表示／非表示の設定を行うようにした。しかし、これに限るもの
ではない。用いようとする撮影補助マーカーを選択するだけで、その選択した撮影補助マ
ーカーの表示／非表示を切り替えるようにすることもできる。すなわち、図４を用いて説
明したような選択した撮影補助マーカー全体についての表示／非表示の設定処理は省略す
るようにすることも可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１５６】
【図１】この発明による装置、方法の一実施の形態が適用されたデジタルビデオカメラを
説明するためのブロック図である。
【図２】図１に示したデジタルビデオカメラにおいて利用可能な撮影補助マーカーについ
て説明するための図である。
【図３】用いる撮影補助マーカーの選択処理を説明するための図である。
【図４】撮影補助マーカー全体についての表示のオン／オフの設定処理を説明するための
図である。表示／非表示の
【図５】各映像出力端毎の４：３マーカーの利用について説明するための図である。
【図６】各映像出力端毎のセンターマーカーの利用について説明するための図である。
【図７】各映像出力端毎のセーフティーゾーンマーカーの利用について説明するための図
である。
【図８】撮影補助マーカーの選択処理を説明するためのフローチャートである。
【図９】撮影補助マーカーを一体とする表示のオン／オフを設定する処理を説明するため
のフローチャートである。
【図１０】撮影補助マーカーの表示処理について説明するためのフローチャートである。
【図１１】全ての撮影補助マーカーの表示を消去する処理を説明するためのフローチャー
トである。
【図１２】撮影補助マーカーの他の例を説明するための図である。
【符号の説明】
【０１５７】
　１０…カメラ部、１１…光学ブロック、１２…ＣＣＤ、１３…前処理回路、１４…マイ
クロホン、１５…入出力処理部、１６…変換部、１７…音声出力端子、２０…ＯＳＤ（ On
 Screen Display）部、３０…ベースバンド処理部、４０…圧縮／伸張処理部、５０…Ｄ
Ｖ（ Digital Video）処理部、６０…テープデッキ部、７０…デジタルインターフェース
、７１…デジタル入出力端子、８１…Ｄ端子、８２…ＬＣＤ、８３…ＥＶＦ、８４…ＳＤ
出力端子、９１…ＳＤ入力端子、８１ｉ、８２ｉ、８３ｉ、８４ｉ、９１ｉ…インターフ
ェース、１００…制御部、１０１…ＣＰＵ、１０２…ＲＯＭ、１０３…ＲＡＭ、１１０…
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操作部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】
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